
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１２６０３

基盤研究(B)

2014～2012

アジア諸語を主たる対象にした言語教育法と通言語的学習達成度評価法の総合的研究

Comprehensive Study on Language Education Methods and Cross-linguistic Proficiency 
Evaluation Methods for Asian Languages

５０１２２６４３研究者番号：

富盛　伸夫（TOMIMORI, Nobuo）

東京外国語大学・その他部局等・名誉教授

研究期間：

２４３２０１０４

平成 年 月 日現在２７   ６ １８

円    14,000,000

研究成果の概要（和文）：本研究の目的と年度計画にもとづき３つの研究班を組織して、アジア諸国における外国語教
育法の調査研究を軸に、EUでのCEFR研究の最新成果を基礎的な参照点としつつ、高校・大学・社会の連携を視野にいれ
て研究を遂行した。
特に、研究対象地域での現地調査を含め、国際シンポジウム・講演会・研究会を開催してアジア諸語へのCEFRの適用可
能性を研究し、２冊の研究成果報告書およびWeb上で発信につとめた。

研究成果の概要（英文）：Following the project framework of our research goal and annual planning, the 
three working groups have achieved various concrete research outcomes of fieldworks and discussions, in 
their particular domains: (a) study of foreign language education methods in Asian countries; (b) study 
of development of implementation of Common European Framework of Reference for Languages in Non-EU areas; 
(c) study of foreign language proficiency evaluation with special regards to other educational and social 
relations (not only in high school level, but in permanent education level as well).
The research activities made by participant researchers of the project have been first exchanged in 
domestic and specific colloquia, and then extended to various international symposia held by relevant 
foreign research institutions. These contributions and outreaches are now published in our two research 
reports (in 2014 and 2015) which are made available in our website.
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１．研究開始当初の背景 
 我が国の中等教育・高等教育機関では地球
的課題に取り組む上で必要な世界諸地域の
人々と協働するグローバル・インターフェー
ス力を持ち、英語のみならず複数の言語運用
能力を備えた人材の養成が急務である。しか
るに現在、アジア諸語の効果的な教育法と個
別言語の枠を越えた厳格な成績評価法の開発
は、ほとんど着手されていない。その緊急性
に反して、特に日本と密接な関係にあるアジ
ア諸語の普及はさほど進まず、また必要とな
る教育法の統合的な開発も個別言語の枠を越
えてはほとんど着手されていない。さらに
GPA などの成績評価手法が一般化される一方
で、通言語的成績評価の透明性は確保されて
いるとは言い難い状況である。 
 他方、ヨーロッパ連合（以下、EU）では、
EU 統合への要として構想された言語政策の
ひとつ、外国語教育法の改革と言語能力評価
基準の共通性を掲げた「ヨーロッパ言語共通
参照枠組み」（ CEFR： Common European 
Framework of Reference for Languages、以下
CEFR）の適用は理論面･実践面ともに急速に
進み、10 年以上の実施期間を経て現在では実
用域に入り、その世界的普及は進みつつある。
しかしながら、非 EU 諸語への CEFR の適用
可能性の研究は着手されているものの、その
困難さは、文字体系･音声･文法の隔たり、そ
して文化的ギャップのために、通言語的測定
尺度は確立されていない。ここにこそ、日本
やアジア諸国の当事者が研究活動を先鋭化し
て、新たな国際的な共通枠組みを開発･提案す
る可能性を有していることの認識を共有し、
東京外国語大学の研究拠点としての利点と先
行する科研研究の実績を元に本研究組織の形
成の背景および動機となっている。 

２．研究の目的 
 アジア地域の多様な言語を主たる対象にし
て、通言語的かつ透明性の高い言語能力評価
尺度の研究開発をめざすために、3つの主たる
目的に活動内容を集約した。 
(1)各国の大学等高等教育機関で教授法や成績
評価法を調査することにより、より汎用性の
高い言語能力到達度測定尺度に向けた開発
準備を行なう。 

(2)上と並行して、CEFRなど先行する外国語
能力評価システムの最新動向調査を行うと
ともに、特に CEFR のアジア諸語への適用
状況を現地調査し、CEFR を批判的に援用
した通言語的共通参照基準のモデルの開発
に向かう。 

(3)大学等高等教育レベルに加え中等教育及
び生涯教育など現代社会のニーズにも研究
の範囲として対応する。 
 その上で、アジア諸語の言語教育の実践に

研究成果を反映し、広く社会的に還元するた
めの国際研究集会や講演会・研究会を企画･
実施し、成果を公開することとした。 

３．研究の方法 
 本研究グループは、研究目的と範囲に適し
た 3つの作業班： 
A班：アジア諸国における外国語教育法・能
力評価基準・測定方法に関する研究 

B班：EU、カナダ、オセアニア圏諸国の外国
語能力評価システムの最新動向調査と通言
語的透明性の検証、汎用性の高い基準適用
可能性モデルの開発 

C班：中等教育及び社会的ニーズに対応した
外国語能力到達度評価基準に関する研究 
を組織して研究分担者および協力者が所属
し、所定の期間内に遂行可能なそれぞれの課
題を分担し、現地調査を含む研究交流と成果
発信を行った。研究代表者が責任を持つ統括
班は全体計画の円滑な運営を担保した。 

４．研究成果 
（A 班）：国際連携大学及びアジアの諸大学
で外国語教育システム立案者や言語教育従
事者（教師等）に対する聞き取り調査や共同
研究交流や発表を行うとともに、現地調査に
より Web や二次資料の情報では得られない
信頼度の高い情報が入手できた。 
（B班）：現時点での CEFRの浸透度に関する
高等教育機関等での最新の取り組み状況を
調査した。日本の教育機関においても CEFR
基準の高等教育への適用について調査と検
証作業を行った。特に、CEFR に代表される
コミュニケーション達成能力の通言語的尺
度と従来の言語構造の学習進度に即した基
準との相関を研究し、成果を A班と共同の研
究集会で精査した後、国内外の学会で成果発
表をおこなった。 
 2014 年 10 月より統括班の富盛を中心に、
EU 言語に加えてアジア諸語の学習者を対象
に、CEFR 項目の再検討を目的とした、言語
能力自己評価調査を実施した。東京外国語大
学、神田外語大学、四天王寺大学等の外国語
科目履修中の学生を対象に、独自に開発した
能力記述項目からなる質問票を用意し、A1
とA2レベルについて延べ 1476人のデータを
収集し分析した。同程度の学習時間に対して、
いわゆる EU 言語の類型論的特質（文字、音
声、統語構造や構文等）との相関、また、特
にアジア諸語に深く関与する社会･文化的コ
ミュニケーション上の語用論的要素（依頼、
断り、提案、売買行為ほか）が加わる項目に
ついての有意差が抽出できそうな傾向が見
られた。 
（C班）：中等・高等教育機関においてアジア
諸語を含む外国語科目の単位認定・教材・学



習への活用実態などや、文科省他の言語教育
政策の動向などを調査した。東京外国語大学
の教員チームを主力にした CEFR-J や東京外
国語大学留学生日本語教育センターの「JLC
日本語スタンダーズ」の開発には、本研究プ
ロジェクトのメンバーも参加しており、深い
連携が得られている。 
 上記の他、国際･国内の研究連携組織との
研究協力体制の構築・遂行につとめ、言語能
力評価法分野の専門家との共同研究がなさ
れた。2013年 3月東京外国語大学世界言語社
会教育センターとの共催による国際シンポ
ジウム「外国語教育と異文化間教育」では言
語教育と社会・文化的要素の相関性を考察し
た。2015年 1月東京外国語大学語学研究所と
の共催による国際シンポジウム「CEFR の非
EU 諸国への拡大  —その展望と問題点— 」
（Expansion of CEFR into non-EU countries: 
perspectives and problems）では、CEFRの世界
的展開に伴う言語教育と異文化間コミュニ
ケーションの理論面･実際面の問題を議論し
た。海外の専門的知識の提供者による研究
会・講演会等を 6回開催した他、分担者・協
力者は本研究プロジェクトの成果発信を国
内外で行っている。 
 本研究プロジェクトを通して実施したア
ジア地域への現地調査では、英語教育と日本
語教育の一部を除いては CEFRそのものへの
理解度が高くなく、能力レベル設定に便利な
国際的な標準という受け止め方が多く、国ご
と、言語ごとの評価基準に変えて、あえて導
入する緊急性が感じられなかったのが現実
である。各国においては社会の中での言語教
育のもつ位置づけそのものが大きく異なる
ことと、現場では言語能力評価システムの開
発までの余力がないことも実情としてある。
国内でも一部の個々の教師･研究者グループ
では開発研究の取り組みがなされ、EU の研
究者とのリンクも強まりつつある中で、日本
の教育政策が現在、「国際化」から大きく「グ
ローバル化」への舵を切り CEFRが政策的視
野の中に入ってきたことで教育現場では急
遽対応に迫られているのと同様に、アジア･
オセアニア地域の多くの地域でも通言語的
共通枠組みへの認識が強まり CEFR自体の再
検討の必要性が確認された。 
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